



日時： 2014年 6月21日 （土）13:00～ 17:30 
会 場： 神奈川大学横浜キャンパス 1号館 804室
開会挨拶： 内田青蔵 （非文字資料研究センター長）
趣旨説明 ：孫安石 （非文字資料研究センタ－ 研究員）






































































































































































































































































































































































































































廃刊当時の想ひ出」、『支那』第 26巻第 10号、 1935
年 10月）。むろん、こうした日本側当事者の証言も相
対化されるべきだが、中国語圏における同紙の研究で
は、日本側の史料や証言が参照されることはあまりな
く、排日運動の影響を受けて廃刊にいたった 「最期の
:1 ド均1~·物実
姿」を、 30年にわたる同紙の歴史全体に投影する傾
向が強いように思われる。
日本の中国へのアプローチのー形態としての「日系
中国語新聞」と、中国の日本への眼差しを映し出す 「中
国ナショナ リズム」との関係やその変化を見る上で、
『順天時報』は恰好の素材（あるいは核心的存在）と
いえよう 。日中ともに政治的な変動が激しかった時期
に、 30年にわたり発行され続けた同紙を研究するに
は、日中双方の関係史料を精査するのみならず、 「最期」
あるいは特定の一時期の言説やイメ ージによって全体
を捉えるこ となく、それぞれの時期に即した理解が不
可欠であることは言うまでもない。
そうした意識から、 筆者らは 2012年夏に同紙の勉
強会を立ち上げ、各時期の多分野にわたる「論説 ・社
説」の会読を中心に、同紙への理解を少しずつ深めて
いる。その一方で、同紙の全期間にわたる「論説 ・社
説総目録」の作成を進めており、その過程で、同紙掲
載の 「論説 ・社説」の形態
や執筆陣の変遷についても
把握できるようになった。
上述した執筆陣が変化した
時期の把握も、その成果の
lつである。こうした 「通
史」的理解を手始めに、『順
草山治世氏
天時報』を通して、 20世
紀前半の中国近現代史や日中関係史を再考する新たな
視座を探っていきたいと考えている。
関智英氏 大里浩秋氏
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